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サイクロトロンの話
　1939年のノ1ベル物理學賞は，サイクロトロン（共鳴加速機）の稜明者カリフ
オ昌や大學物理學教授ア1ネスト・オ1ランド・ローレンス博士に授與されるヒ
とになった．「サイクロトロン」の理解には最近年に於ける學界の若干の思想墾
遷を顧る必要がある．近世の物理學は2つの：巨大な記念碑を打建てた．曰く“ア
インスタインの相樹性原理の完成”（1905－1915），曰く“プランクの「：量子」の
假論よりする量子論の創設”（1900）である．
　殊にプランク教授による「量子」（Quantum）なる大謄極まる假詮は，心後
の物理學的世界豫を一斗せしむるに至った．約2000年間ギリシャの自然観が支
配し績けてるた認識の封象としての「原子」は，：量子論なる飛躍的な20世紀的
思索に：よって，その美しい内部構造の紳秘を開示し初めたのである．
　「分割すべからざる最後の物」としての意味を附與された「アトム」は，その
ギリシャ的意味を毫も冷遇することなく，17世紀には英のボイル（R・B。y！e）
により「元素」といふ観念に具艦化され，こしに“宇宙一切の森羅萬象の婁は，
實は（水素に初まりウラニウムに寄る）92種類の「元素」の組合せの姿に過ぎな
い”といふ命題が興へられた．この92個の元素が，果して如何なる外力によっ
ても破壊出來ぬものか，どうか，この革命的質問に車戸的に答へ得たのは1890
年代の卓抜な物理學者達，なかんづくラヂウムの獲見者として不滅の功績を示
したキユリ1（Curie）夫妻であった．
　ラヂウム元素がアルファ線，ぺ1タ線，ガムマ線の三つの放射線を出しつN
自己崩壌を刷けて，ラヂウム元素たる88番の元素より途には82・番元素たる鉛へ
憂腕を捌けるといふ，今日ではあまりに知れ渡ってみる元素自然崩壊の事實ぐ
そ，19世紀末には最：も新鮮な革命的獲見であり，同時に20世紀量子論の焚爽と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よしわにしして滞りなぐ展開して行った「原子平造論」への架橋作業でもあった．
　とまれ，われ等は「量子論」の進展により，今日ではアトムの構悲を具象的
に頭に描き得るところまで導かれて鋳てみる．古代の哲學者達が榊々の意匠と
まで驚嘆した宇宙の整然たるリ．ズム，ことに太陽を中心として週期運動を穐1け
てやまない諸遊星の晋物的な運動，との準準的太陽系の回韓のi姿が，そっくり
そのまS元素構造の姿であることを，デンマ1クの物理剛者ボ1ア（N・Bohr）
教授により知らされた時，大宇宙と小宇宙との秘かなる符合に驚嘆しないも
のがあったらうか？　このボ1アのアナロギにおいては元素の中で太陽の座に
相當するものは原子核の呼ばる」ものであり，遊星に當るものは，この原守獲
の周幽を巡回しつLある電子達（エレクトロン）であった．藩進ずるにも侮た
「：量子論」は，1920年代には第2の段階に入り，ハイゼンベルグ等により：量：j・カ
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學（Quantしm　mechanics）を，またドゥ・プロ1イ，シレ！1ゲインが等により・
波動力學（Wave　mechanics）を生み，1930年代に入るや，近代物理學の最尖端
を行くものとして，「原子核物理學」（Nuclear　Physics）の誕生を見るに至っ
た．「人工放射能」の問題は「原子核物理學」の最：も輝かしい一・分野である．
1934年ジ．リオ夫妻（夫人はキユ1リ1夫人の愛嬢）は人工手段によって放射性
物質を作り上げる事に成功した．EPち二人が元素の人工車專換について研究中，
棚素にアルファ粒子をあてNみる時に，棚素が窒素に韓治する際に，この出湯
た窒素は’放射性を帯び，自己崩心して陽電子を放射しつ玉炭素に攣化するとい
ふ，驚くべき事賢を獲見したのである．
　その後ロ1マ大學のフ．ルミ博士（Fermi）は，中性子の衝撃によって，殆ん
ど総ての元素に放射性を持たせることに成功した．しかし，こNにアル7．粒子
による原子核破壊の際に起る最も困難な問題は，原子核もアルファ粒子も陽電
氣を帯びるために，同性相反窮する電氣學法則に從ひ，アルファ粒子がこの核
の斥力に打ち克って，核にぶつつかることが困難なことで・この事實にも拘ら
す非常な勢でアルファ粒子を原子核に突入せしむるには，驚くべき高電巫が必
要であった。この困難打開の試みは，虚説行はれたが，途にロ1レンス博士の
「サイクロトロン」によって，600萬ヴオルトの大電池加速に成功し・アルファ
粒子による放射性元素の生成に，非常な展開を見るに至った．　（サイクロトロ
ンの名は，イオンを旋風のように激しく振り廻すことから起ってるる・）サイク
ロトロン機内は，高彫室に保たれて，その中には，電離してイオンとなるべき
材料（水素または重水素ガス）が少：量入れらオ1る・今・機内で電離が起り・イオ
ンが獲生すると，最初よリサイク・トロン機の底より上方へL萬藪千ガウスと
いふ大磁場が與へられてるて，そのためにイオンは圓形運動を起す・また・こ
の機には放逸波長級の高周波獲生装置があり・これをもって該機に藪萬ヴオル
トの加速屈辱が加へられて，イオンが一s回縛運動をなす毎に速度を増す如く・
その周期を適當に調節する方法により，この波面ヴオルトの比較的低電巫をも
つて，途には数百萬ヴオルトの高電墜をイオンに加へたと同一の結果を得るに
至るのが，この装置の原理である．
　とのイオンが，このサイクロトロンより機械の外側に引き出さるしや，實に猛
烈な勢をもつて試験艦に衝突して，多くの人エラヂウムを作威するので，原子核
物理學の獲展に封し，極めて張力な武器となるに至ったのである・わが理化學
研究所でも，190トンの鐵材を以て，2000萬ヴオルトで加速された：重水素原子
核が得られる豫想の世界最大のサイクPトロンが設計されつsある．（s・1生）
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